
央
部
を
本
拠
と
す
る
ル
ー
ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝

（
一
〇
七
五
-
一
三
〇
八
）
時
代
に
は
墓
碑
銘
を

含
む
、
多
く
の
刻
銘
文
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
正
確
に
解
読
し
て
手
稿
本
資
料
な

ど
と
対
照
す
る
こ
と
で
詳
細
な
局
地
情
報
を
得
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
地
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻

銘
文
資
料
を
十
二
-
二
〇
世
紀
の
時
代
状
況
の
変

遷
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
解
読
、
考
察
す
る
こ
と

で
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
と
い
う
時
代
の
特
性
を
際
立

た
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究

成
果
と
し
て
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
は
十
三
世
紀
半
ば

過
ぎ
ま
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
ハ
リ
ー
フ
ァ
と
の
関

係
を
特
に
重
視
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
と
シ
ャ
ー
ハ
ー

ン
シ
ャ
ー
フ
（
諸
王
の
王
）
を
称
号
と
し
、
テ
ュ

ル
ク
系
の
王
朝
で
あ
り
な
が
ら
刻
銘
文
資
料
上
で

は
テ
ュ
ル
ク
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
刻
銘
文
資
料
上
で
ル
ー

ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
に
特
有
の
支
配
者
称
号
は

「
ふ
た
つ
の
海
の
ス
ル
タ
ー
ン
」
で
あ
り
、
こ
の

称
号
は
一
二
一
六
年
以
降
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
四

人
の
ス
ル
タ
ー
ン
が
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
刻
銘
文
資
料
上
で
の
使
用
例
を
九
点

確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
ふ
た
つ
の
海
と
は
、

ア
ナ
ト
リ
ア
の
南
北
に
位
置
す
る
黒
海
と
地
中
海

を
意
味
し
、
そ
れ
ま
で
は
海
洋
へ
の
関
心
が
薄
か

っ
た
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
が
海
洋
へ
の
進
出
を
意
図
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
、
後
の

オ
ス
マ
ー
ン
朝
の
海
上
進
出
へ
と
つ
な
が
る
画
期

的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
大
学

文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
田
中
和
子
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
谷
口
淳
一
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
後
方
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

庶
務
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
替
お
よ
び
会
員
数
の
動
向
、
そ
し
て
『
史

林
』
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
化
の
進
行
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
加
え
て
、
四
月
一
八
日
（
土
）
午
後
一
時

よ
り
京
大
文
学
部
第
三
講
義
室
を
会
場
と
し
て
行

う
来
年
度
の
例
会
テ
ー
マ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

編
集
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、『
史
林
』

の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
計
（
谷
川
穣
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

八
年
度
決
算
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
予
算
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

広
報
（
塩
出
浩
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
例

会
・
大
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
次
の
二
本
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

難
波
洋
三
氏

「
弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
原
料
金
属
の
流
通
」

井
谷
鋼
造
氏

「
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻
銘
文
資
料
と
セ
ル
ジ
ュ
ク

朝
史
研
究
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
井
秀
夫

理
事
と
磯
貝
健
一
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

公
開
講
演
の
の
ち
、
金
澤
周
作
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
て
会
を
終
了
し
た
。

（
文
責

金
澤
周
作
）

史
学
研
究
会
会
則

(二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
改
正
)

第
一
条

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条

本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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